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 ６月上旬の梅雨の合間、丹沢・鍋割山

(1272m)に登 った。 丹沢・塔 ノ岳の 南西

に頭をもたげる鍋割山は、地味な山だが、

草原の山頂、ブナの原生林の鍋割山稜の

佇まいを愛するフアンも多い。何より山

頂小屋・鍋割山荘の食事が女性客の評判

を呼んでいるとか。  

今回は、鍋割尾根を登り大倉尾根を降

る日帰り登山ということにして 、朝 8 時

半、大倉のバス停を出発した。集落を出

て、雑木林のクネクネした道を進むと間

もなく、四十八瀬川沿いの西山林道にぶ

つかる。杉林の中、道幅も広く砂利舗装

の西山林道は、四十八瀬の流れを左下に

見ながら緩やかな登り。  

9 時 45 分勘七ノ沢渡渉点。あちこち

の木陰で先客が休憩しており、小生も腰

を下ろして水をガブ飲み。日差しの中の

行軍はこたえる。次いで本沢を越えてミ

ズ ヒ 沢 を 遡 る 。 堰 堤 を 二 つ 程 越 し 、 10

時 15 分ミズヒ沢を右岸に渡り涸沢をハ

シゴで登ると、道は沢を離れ急な山腹の

ジグザグ登り となる。たっぷり汗をかい

て登りつめた鞍部が後沢乗越、 10 時 45

分。  

こ こ か ら は 鍋 割 尾 根 の 一 本 調 子 の 登

り と な

る 。 30

分 程 登

る と 樹

林 が 途

切 れ 、

気 持 ち

良 い 草

尾 根 と

なり、一ノ萱、二ノ萱と小ピーク

を過ぎ、丁度 12 時、鍋割山山頂

に到着した。草原状の山頂は三ノ

萱とも呼ばれ、古くから 地元の人

の 萱 葺 き 屋 根 の た め の 萱 刈 場 だ

ったとのこと。  

広 々 と し た 山 頂 の 眺 望 は 素 晴

らしく、蛭ヶ岳から檜洞丸に続く

荒 々 し い 丹 沢 主 稜 の 山 々 が 目 の

前、富士、箱根連山も一望のもと

だった。鍋割山荘前の野外卓に陣

取っての昼食は、豪勢に 980 円の鍋焼ウ

ドンを張り込んだ。  

帰路は 12 時半出発で東に連なる鍋割

山稜を辿る。ブナの原生林の中の気持ち

良い散歩。小丸、大丸と緩やかに登り降

りを繰り返しながら進む。時折、緑の中

に ト ウ ゴ ク ミ ツ バ ツ ツ ジ の 艶 や か な 赤

紫色がハッと 目を奪う。 13 時半 、 金冷

シノ頭で大倉尾根に合流し、そのまま大

倉尾根を下った。 いつものこと なが ら、

バカ尾根と呼ばれ るこの尾根の 下り は、

疲れた身にはやたら長い。くたびれ果て

ての大倉のバス停到着はようよう 16 時

となった。  
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